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この通信は武蔵野市の「景観まちづくり」に関するさまざまな情報を
地域の皆さまをはじめ多くの方々に知ってもらうためのニュースです。

　武蔵野市では、建築物の形態・意匠・色彩な
どについての景観誘導基準や、景観まちづくり
を進めていくための考え方を示す「武蔵野市景
観ガイドライン」の検討素案を取りまとめ、２
月１日に公表しました。

　この度、下記のとおり、検討素案に関する市
民意見交換会を行い、今後の効果的な運用につ
いて考えました。

　まずはスライドを見ながら、市が検討した「武
蔵野市景観ガイドライン検討素案」についての
説明を行ったあと、NPO 法人市民まちづくり
会議・むさしのの南賢二さんより「まちづくり
と景観」というテーマでの情報提供をいただき
ました。

　南さんの情報提供では、かつての都市基盤の
整備を進めてきた時代から、豊かな生活環境を
実現する“量より質”の時代に変わってきた経
緯や、欧米では「景観は公共のもの」という考
え方があることに対し、日本では「土地や建物
の景観は個人の自由である」という考え方が強
いことなどが課題として出されました。

　また、柵やガードレールの色彩、デザインの
工夫や、電柱・電線の地中化によって景観を改
善する方法、花と緑を活かして市民が憩える景
観をつくるポイントなどを、事例写真を使いな
がらお話いただいた他、「マイナスの景観はゼ
ロに戻し、プラスにしていく必要がある」といっ
たまとめをいただきました。

　

　その後、２～３つのグループに分かれて、

①景観ガイドライン検討素案について気になる
部分や、さらに盛り込みたい内容について

②どのような景観ガイドラインであれば市民・
事業者・市が活用していけるか

③市民ひとりひとりが景観を守り育てていくた
めにどんな取組みが必要か

という３つのテーマで意見交換を行いました。

情報提供のようす

「これからの景観まちづくりを考える意見交換会
～景観ガイドラインをいかしていくために～」を開催しました

武蔵野市景観ガイドラインとは

▶第 1回 中央地域

　２月４日（木）19時から｜武蔵野市役所にて

▶第2回 吉祥寺地域

　２月５日（金）19時から｜商工会館にて

▶第3回 武蔵境地域

　２月６日（土）10時から｜市民会館にて

　平成 23 年に改定した「武蔵野市都市計
画マスタープラン」の景観まちづくりの方
針に基づき、市民と事業者、市の協働によ
る景観まちづくりの考え方や、建築物等の
形態、意匠、色彩などについての景観のルー
ルを定めるもので、現在策定中です。
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「景観は公共のもの」だということをしっかり示すべき

「自分の土地や建物をどうするかは自分の自由」ではなく、「景観はみん
なが協力し合いながらつくっていくものだ」という意識を育ててほしい。

　

ガイドラインの目標や、将来像をしっかり示そう

武蔵野市らしさを大切にして「ここだけは守りたい」という場所を示し、
エリアごとに将来どうなっているとよいかというビジョンを示してほしい。

改善すべき景観について考えよう

空き家やブロック塀などの「改善すべき景観」を示し、
景観をより良くする観点も大切にしたい。

大切にすべき景観を具体的に示してほしい

玉川上水の景観を守っていきたい。生物多様性
の観点なども盛り込んでほしい。

景観の規制や誘導は、実効力のあるものにしていこう

景観のルールはもっと厳しくし、具体的に示してほしい。

マンション・戸建住宅や、屋外広告物のルールを定めてほしい

マンション周辺で景観が損なわれている。「美しい住宅地」を実現できる
ようなガイドラインにしたい。また、駅周辺の屋外広告物をしっかり指
導してほしい。

魅力ある道路や公共施設の整備をしてほしい

安心して歩ける散歩道や、地域のランドマークになるような公共施設の
整備をしてほしい。

市民が主体的に景観まちづくりに取り組んでいこう

景観づくりの主体は市民である。「景観まちづくり推進地区」は、市民が
手を挙げられる仕組みにしてほしい。表彰制度や市民をサポートする仕
組みが必要。

景観についての意識啓発を進めていこう

景観がまちの宝であることを共有し、景観を大切にするマインドを育て
てほしい。また、子どもの頃から景観づくりの教育をしてほしい。

わかりやすいガイドラインをつくろう

もっと図や写真を追加し、子どもと一緒に読んでもわかりやすいものに
してほしい。

グループワークのようす

意見交換会で出された主なご意見

＊いただいたご意見をもとに、今後検討を進めていきます。ご参加いただきありがとうございました。


